


























































































































































































































































回数 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 1０
超過距離 4.0 1.0 2.0 1.0 1.0 4.0 ４．０ 2.0 5.0 1.0
成功 ０ ０ ○ ○ ０ ○
回数 １１ 1２ 1３ 1４ 1５ １６ 1７ 1８ 1９ ２０
超過 離 3.0 ４．０ 1.0 2.0 4.0 5.0 ４．０ ３．０ 2.0 3.0
成功 ０ ０ ０ ０ ○
回数 ２１ 2２ 2３ 2４ 2５ ２６ 2７ 2８ 2９ 3０
超過距離 3.0 ４．０ 3.0 3.0 3.0 4.0 5.0 1.0 1.0 1.0
成功 ０ ○ ○ ○ ０ ０ ○
回数 ３１ 3２ 3３ 3４ 3５ ３６ ３７ 3８ ３９ 4０
超過距離 ｍ 8.0 3.0 ２．０ 4.0 ０．０ 6.0 2.0 ０．０ 1.0 0.0
成功 ○ ○ ○ ○ ０ ０ ○






















1-10 ６ ６ 11.2 ３ 2.2 ７ 1.9 ７
11-20 3.1 ５ ３ ３ ９ 1.3 ９
21-30 2.8 ７ 3.6 ６ ４ 2.7 ９ 1０





















































































































































































パ ３１ 0 1０ １ ５ ０ ６ 0 3１ ０
パ 0 ５ １ ６ 0 ９ １ ２ 0 ２
1０ 0 ８ 0 ７ 0 2５ 0 ５ 0
１ ２ ０ ４ ０ ３ ３ １ 0 0
0 ８ ０ ９ ０ 1６ 0 １ ０ ２
61.5 48.7％ 30.0％ 89.7
ロﾛロニーー、Ⅱ
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ある。つまり、三角筋後面は「引く」操作から「押す」
操作に切り替わる際の調整操作時に活動した筋ではない
かと考えられる。一方、外側広筋の右側は、今回の被験
者が全員右利きだったことも考慮すると、右足が上半身
の動きに合わせて体重移動やボディバランスの制御をお
こなっていた可能性が高い。そのため失敗時の操作は成
功時より押引動作による前後動が増加したと考えられ、
このことが外側広筋の右側の筋活動を活発にした原因で
あると思われる。
｢会得する」プロセスにおけるパフォーマンスデータと
生理的データとの関連性について分析をおこなったが、
結果に「集中力」や「疲労」の影響がみられることか
ら、被験者は終始緊張状態で操作を行っていた可能性が
ある。緊張の度合がヒューマンエラーの発生率に影響を
することも考えると、操作成績と緊張感との関係を明ら
かにすることも重要であるといえる。
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